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要
旨北

海
道
開
発
局
が
天
塩
川
水
系
名
寄
川
支
流
サ
ン

ル
川
に
計
画
し
て
い
る
サ
ン
ル
ダ
ム
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
名
寄
川
に
お
い
て
戦
後
最
大
規
模

の
洪
水
を
防
ぐ
と
い
う
治
水
目
的
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム

だ
け
で
は
達
成
で
き
ず
、
余
裕
高
不
足
堤
防
の
整
備
、

計
画
高
水
位
以
下
に
す
る
河
道
掘
削
お
よ
び
ダ
ム
予

定
地
の
遊
水
地
化
に
よ

っ
て
、
ダ
ム
な
し
で
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ダ
ム
に
よ
り
取
水
し
よ
う
と

す
る
水
道
水
は
水
管
理
で
ま
か
な
え
る
少
量

で
あ

り
、
発
電
量
は
微
々
た
る
も
の
で
、
ダ
ム
に
よ
る
利

水
の
必
要
性
は
な
い
。
流
水
の
正
常
な
…機
能
維
持
の

た
め
に
ダ
ム
が
必
要
と
い
う
根
拠
は
旦
ハ体
性
に
乏
し

い
。
開
発
局
と
魚
類
専
門
家
会
議
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム

に
魚
道
を
つ
く

っ
て
サ
ク
ラ
マ
ス
を
保
全
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
既
往
ダ
ム
に
お
い
て
魚
道
を
つ
く
る

こ
と
に
よ

っ
て
サ
ク
ラ
マ
ス
が
保
全
さ
れ
た
例
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
サ
ン
ル
川
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
が

サ
ン
ル
ダ
ム
に
よ

っ
て
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
る
可

能
性
が
高

い
。
開
発
局
が
、
私
た
ち
の
ダ
ム
に
よ
ら

な
い
治
水
提
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
河
川
整
備

計
画
を
検
討
し
な
お
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

は

じ
め

に

サ
ン
ル
ダ
ム
は
北
海
道
開
発
局
が
天
塩
川
水
系
河
川
整

備
計
画
原
案
に
盛
り
込
み
、
天
塩
川
流
域
委
員
会
で
ほ
と

ん
ど
修
正
も
な
く
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
開
発
局
は
北

海
道
知
事
に
天
塩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
案
と
し
て
提
出

し
た
。
知
事
は
サ
ン
ル
ダ
ム
建
設
に
三
項
目
の
付
帯
意
見

(条
件
)
を

つ
け
、
整
備
計
画
案

を
認

め
て
い
る
。
北
海
道

開
発
局
は
、
流
域
委
員

の
選
出

も
自
ら
行

い
、
自
ら
計
画

し
た
整
備
計
画
を
最
終
的

に
自
ら
策
定
し
た
と
言

っ
て
も

過
言

で
は
な

い
。

私

た
ち
を
含

む
住
民

・
自
然
保
護
団
体

は
、

こ
の
ダ

ム

計
画

に
対
し

て
繰
り
返

し
疑
問
点
を
出

し
て
き
た
が
、
内

容

の
あ

る
回
答
が
述

べ
ら
れ
な

い
ま
ま
、
建
設

へ
と
進
行

し
て
い
る
。

平
成

二

一
年
度
政
府
予
算

で
サ

ン
ル
ダ

ム
本
体

工
事
予

算
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
今
年

三
月
中

に

「北

る
も

い
漁

協

の
同
意

を
得

る
」
と

い
う
条
件
付

で
、
財
務
省
が
認
め

た
。開

発
局

が
進

め
よ
う

と
し

て

い
る
サ

ン
ル
ダ

ム
の
治

水

・
利
水

・
環
境

(サ
ク
ラ

マ
ス
)
計
画
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
て
、

め
ざ
す

べ
き
河
川
整
備
計
画
を
示
し
、
多

く
の
道
民

・
国
民

に
サ
ン
ル
ダ

ム
の
問
題
点
を
知

っ
て
も

ら
う
目
的

で
こ
の
小
論

を
記
述
す
る
。

二

治
水

天
塩
川
水
系
河
川
整
備
計
画

(以
下
整
備
計
画
)
で
は
、

名
寄
川
の
目
標
流
量

(洪
水
を
防
ぐ
対
象
の
流
量
)
を
、

名
寄
川
下
流
の
真
勲
別
観
測
所
で

一
、
五
〇
〇
㎡
/

s
と

し
て
、
名
寄
川
中
流
の
支
流
サ
ン
ル
ダ
ム
で
三
〇
〇
㎡
/

s
を
調
節
し
て
、

一
、
二
〇
〇
㎡
/

s
流
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ダ
ム
だ
け
で
は
不
十
分
と
し
て
、
堤
防
の
強
化
や

河
道
掘
削
も
提
案
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム

に
よ
る
治
水
計
画
に

つ
い
て
以
下

の
疑
問
を
も

っ
て
い

る
。

(
一
)
サ

ン
ル
ダ

ム
集
水
域
は
天
塩
川
流
域
面
積
全
体

の
三
%

天
塩
川
水
系

の
名
寄
川
と
サ
ン
ル
川
お
よ
び
サ
ン
ル
ダ
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ム
予
定
地
を
図
1
に
示
し
た
。
天
塩
川
の
全
流
域
面
積
は

五
、
五
九
〇
㎞
で
、
サ
ン
ル
川
の
そ
れ
は

一
八
二
㎞
な
の

で
、
サ
ン
ル
川
は
天
塩
川
流
域
の
わ
ず
か
三
%
し
か
集
水

し
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
サ
ン
ル
川
流
域
だ
け
に
多
く
の

降
雨
が
あ

っ
た
場
合
を
除
き
、
天
塩
川
本
流
の
治
水
に
は

ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
。
ま
た
、
名
寄
川
の
流
域
面
積

は
約
七
〇
〇
㎞
な
の
で
、
サ
ン
ル
川
流
域
は
そ
れ
の
約
二

五
%
で
あ
り
、
名
寄
川
の
治
水
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
を
期

待
で
き
な

い
。

(
二
)
名
寄

川
の
目
標
流

量
は
実
績

最
大
流

量

の
三

五
%
増
し

整
備
計
画
で
の
治
水
の
目
標
と
し
て

「
既
往
最
大
洪
水

(戦
後
)
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。
開
発
局
が

「確
率
洪
水
」

(今
本
二
〇
〇
八
)
に
よ
り
決
定
し
た
目
標
流
量
を
、
既
往

最
大
洪
水

(実
績
最
大
流
量
)
と
比
較
す
る
と
、
天
塩
川

下
流
域
の
中
川
町
誉
平
観
測
所
お
よ
び
天
塩
川
中
流
の
名

寄
市
名
寄
大
橋
観
測
所
で
は
目
標
流
量
/
実
績
最
大
流
量

の
比
が
ほ
ぼ

一
・○
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
塩
川
最
大
の
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支
流
名
寄
川
の
名
寄
市
真
勲
別
観
測
所
で
は

一
・三
五
で
、

実
績
最
大
流
量
の
三
五
%
増
し
で
あ
り
、
サ
ン
ル
川
を
支

川
と
す
る
名
寄
川
で
の
み
目
標
流
量
が
実
績
最
大
流
量
を

大
き
く
上
回

っ
て
い
る
(表
1
)
。
次
に
、
目
標
流
量
/
流

域
面
積
の
比
を
計
算
す
る
と
、
誉
平
で
は

一
・
〇
五
、
名
寄

大
橋
で
は

一
・
一
六
な
の
に
対
し
て
真
勲
別
で
は
二
・
一
六

と
極
め
て
高
い
値
で
あ

っ
た
(表
2
)
。
同
じ
面
積
の
流
域

に
同
じ
降
雨
が
あ
れ
ば
同
じ
流
量
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

仮
定
す
る
と
、
名
寄
川
流
域
で
は
他
の
流
域
に
比

べ
て
二

倍

の
雨
量
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は

な
い
。

今
本

(二
〇
〇
八
)
は
、
「
確
率
洪
水
」
法
は
合
理
的
な

面
が
あ
る
と
と
も
に
、
恣
意
性
が
入
る
余
地
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
天
塩
川
の
場
合
、
支
流
名
寄
川
真
勲
別
観
測

所

の
目
標
流
量
を
他
流
域
よ
り
高
く
設
定
し
て
い
る
の
は

不
自
然
で
あ
り
、
サ
ン
ル
ダ
ム
計
画
を
合
法
化
す
る
た
め
、

開
発
局
の
意
図
的
な
水
増
し
で
は
な
い
か
と
疑
う
。

x搬 紺 黛織壽5蘂…盆轟貞

図1天 塩川 、名 寄川 、サ ンル 川 とサ ンル ダムの位

置 。

表1誉 平、名寄大橋および真勲別における実

績最大流量と目標流量の比較。

基準点 実績最大流量 目標流量 目標/実 績

誉平

名寄大橋

真勲別

4400

1889

1115

4400

2000

1500

1.00

1.06

1.35

流量;㎡/s

(
三
)
サ

ン
ル
ダ

ム
の
治
水
効
果
と
自
然
調
節
の
問
題

点開
発
局
の
資
料
を
用
い
る
と
、
サ
ン
ル
ダ
ム
の
水
位
低

減
効
果
は
、
名
寄
川

の
天
塩
川
合
流
点
付
近
を
除
く
と

○

・
五
～
○

・
八

m
で
あ
る

(図
2
)。
サ
ン
ル
ダ
ム
は
自

然
調
節
ダ
ム
な
の
で
、
こ
の
水
位
低
減
効
果
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
疑
問
が
生
じ
る
。

開
発
局
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
名
寄
川
の
水
位
が
上

昇
す
る
と
き
に
サ
ン
ル
ダ
ム
で
水
位
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
サ
ン
ル
川
流
域
に
先
に
集
中

し
て
降
雨
が
あ
り
、
サ
ン
ル
ダ
ム
で
貯
水
し
た
後
に
、
他

の
名
寄
川
流
域
で
降
雨
が
あ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
と
き
サ
ン
ル
ダ
ム
の
水
位
低
減
効
果
は
名
寄
川
の
水
位

が
未
だ
低

い
時
点
で
あ
る
。
名
寄
川
の
水
位
が
上
昇
す
る

表2誉 平、名寄大橋および真勲別における流
域面積 と目標流量の比較。

基準点 流域面積 目標流量 目標/流 域

誉平

名寄大橋

真勲別

4209

1719

695

4400

2000

1500

1.05

1.16

2.16

流 量:㎡/s流 域面 積:km2

1.2

1

　
日0.8)

遡0・6

養 ・.4

攣0 .2

0

(

02468101214161820

KP

図2名 寄 川 にお け るサ ンルダ ム によ る水 位低 減効 果。KPは 天塩

合流 点 をゼ ロ と して の名寄 川上 流へ の距 離(km)。

22



と
き
に
は
、
逆
に
サ
ン
ル
ダ
ム
で
は
放
流
に
転
じ
る
た
め
、

名
寄
川
の
水
位
を
上
げ
治
水
に
逆
行
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
サ
ン
ル
川
流
域
に
大
き
な
降
雨
が
あ
る
場
合
に

は
、
自
然
調
節
式
ダ
ム
で
は
放
流
量
に
限
度
が
あ
り
、
貯

水
量
を
超
過
す
る
と
、
ダ
ム
上
部
の
洪
水
吐
け
口
か
ら
、

ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
調
節
さ
れ
ず
流
れ
出
る
。
さ
ら
に
こ

の
洪
水
吐
け
口
を
流
木
で
塞
が
れ
た
な
ら
最
悪
の
場
合
に

は
決
壊
し
て
、
下
流
に
大
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
ル
ダ
ム
は
自
然
調
節
式
ダ
ム
の
た

め
、
水
位
低
減
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
確
率
は
高
く
な
く
、

逆
に
洪
水
を
助
長
す
る
場
合
も
あ
り
、
決
壊
に
よ
り
下
流

最
大
の
人
口
密
集
地
名
寄
市
に
大
き
な
水
害
を
も
た
ら
す

可
能
性

の
あ
る
ダ
ム
で
あ
る
。

(
四
)
ダ

ム
な
し
で
遊
水
地
や
堤
防
強
化
、
河
道
掘
削

な
ど
の
河
川
改
修
で
対
処
す

る
治
水

開
発
局
は
サ
ン
ル
ダ
ム
建
設
と
と
も
に
、
さ
ら
に
堤
防

強
化
や
河
道
掘
削
に
よ

っ
て
名
寄
川
の
治
水
を
行
お
う
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
ダ
ム
が
あ

っ
て
も
、
効
果
が
少

な
く
、
逆
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
目
標
流
量
が
流
れ
た
場
合
、
ダ
ム
だ
け
で
は
名
寄

川
の
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
に
い
た

っ

た
。
こ
の
二
点
を
重
視
し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
は
、

ダ
ム
水
没
予
定
地
内
等
の
遊
水
地
や
、
現
状
の
河
道
状
況

を
把
握
し
て
の
適
切
な
堤
防
強
化

・
河
道
掘
削
に
よ
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
ふ
さ
わ
し
い
的
確
な
治
水
対
策

で
可
能
と
考
え
て
い
る
。
河
川
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
は

遊
水
地
を
考
慮
し
た
治
水
対
策
が
得
策
で
あ
る
。

(
四

・
一
)
目
標
流
量
水
位
と
名
寄
川
の
堤
防
高

堤
防
に
は
、
洪
水
時
に
洪
水
が
堤
防
を
越
え
る

(越
水

や
破
堤
)
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
余
裕
高
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
開
発
局
は
名
寄
川
の
余
裕
高
を

一
・
五

m
と
し
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
目
標
流
量
水
位
が
堤
防
高

よ
り

一
・

五

m
以
上
低

け
れ
ば
水
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き

る
と
い
う

こ
と

に
な
る
。

私
た
ち
は
、
開
発
局

の
資
料

を
用

い
て
、
目

標
流
量
水

位

と
余
裕
高

の
関
係
を
調

べ
た

(図
3
)
。
図

の
縦
軸

は
左

右

の
堤
防

の
低

い
ほ
う

の
堤

防
高

か
ら
目
標

流
量

水
位

(ダ

ム
あ
り
と
ダ

ム
な
し
)
を
差
し
引

い
た
差
を

示
し

て

い

る
。

こ
の
値
が
図
中

の

X
X
X
で
示

さ
れ
て

い
る
余
裕
高

(
一
・五

m
)
よ
り
高

け
れ
ば
目
標
流
量
洪
水
が

あ

っ
て
も

安
全
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
図
3
を
見
る
と
、

多
く

の
場

所

で
サ

ン
ル
ダ

ム
が
あ

っ
て
も
な
く

て
も
、
余
裕
高

が
充

た
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
五

ヶ
所
で
は
サ
ン
ル
ダ

ム
が
あ

っ

て
も
余
裕
高
が
充
た
さ
れ
ず
、
越
水

に
よ
り
水

害

が
生

じ

る
こ
と
に
な

る
。

5

4

3

2

1

0

1

2

3
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図3サ ンル ダ ム あ り と な し の 場 合 の 名 寄 川 の 目標 流 量 水 位 と余 裕

高 の 関 係 。

河
川
整
備
計
画

で
は
、
K
P

一
四

・
三
～

一
五

・
二
㎞

で
堤
防
整
備
、
K
P
六

・
四
～
七

・
○
㎞
、

一
〇

・
六
～

一

一
.
○

㎞
、

一
一
・
二
～

=
二
・
二
㎞
、

=
二
・
六
～

一

五

.
四
㎞

で
河
道
掘
削

を
行
う
。
図
3
を
見

る
と
、
K
P

一
二
～

=
二
㎞
付
近

お
よ
び

K
P

一
四
～

一
五
㎞
付
近

は

改
善
さ
れ
る
が
、

K
P
三

・
五
㎞
、

K
P

一
七
㎞
お
よ
び

K
P

一
=

㎞
付
近

は
洪
水

の
危
険

が
残
る
。
K
P
三

・
五

㎞
付
近

は
住
民
と
農
地
を
め
ぐ
り
開
発
局
が
交
渉
し

て
い

る
と
の
こ
と
で
、
解

決
す
れ
ぼ
堤
防
整
備

に
よ
り
改
善
さ

れ
る
。
残

る
K
P

一
七
㎞
地
点

と
K
P
二

一
㎞
地
点
は
氾

濫

し
て
も
被
害

が
な

い
と
推
定
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い

。開
発
局
は
サ
ン
ル
ダ
ム
を
建
設
し
た
上
で
さ
ら
に
堤
防

整
備
や
河
川
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
ー
三

で
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ン
ル
ダ
ム
に
よ
る
水
位
低
減
効
果

は
当
て
に
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
ダ
ム
を
主
体
と
し

た
治
水
計
画
に
は
危
険
が
伴
う
。
余
裕
高
の
視
点
か
ら
は

遊
水
地
や
堤
防
整
備
、
河
川
改
修
に
よ

っ
て
名
寄
川
の
洪

水
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
よ
り
安
全
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
サ
ン
ル
ダ
ム
は
必
要
な
い
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
危
険
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

(
四

・
一一)
計
画
高
水
位
と
名
寄
川
の
堤
防
高

第

一
八
回
天
塩
川
流
域
委
員
会
で
は
、
上
で
述

べ
た
よ

う
に
十
分
な
余
裕
高
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に

対
し
て
、
議
事
要
旨
で
開
発
局
は

「堤
防
高
を
基
準
に
し

て
計
画
高
水
位
よ
り
上
で
洪
水
を
流
す
と
い
う
議
論
は
そ

も
そ
も
間
違

っ
て
い
る
。
計
画
高
水
位
よ
り
下
で
洪
水
を

流
す
と
い
う
原
則
を
守
ら
な
い
と
計
画
が
成
り
立
た
な

い
。
」
と
答
弁
し
た
。
議
事
要
旨
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
河
川
工
学
の
専
門
家
か
ら
は
「余
裕
高
が
十
分
で
も
、

計
画
高
水
位
を
超
え
る
と
堤
防
は
破
堤
す
る
」
と
い
う
意
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見
も
出

さ
れ
た
。

こ
の
意
見
が
議
事
要
旨

に
述

べ
ら
れ
て

い
な

い
の
を
見

る
と
、
撤
回
し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

計
画
高
水
位

は
歴
史
的

に
決

ま

っ
て
い
る
と

い
う
が
、

河
川
状
態
は
変
化
す

る
の
で
計
画
高
水
位
が

い

つ
も
同
じ

と

い
う
の
は
納
得

で
き
な

い
と

い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

余
裕
高

と
計
画
高
水
位

に

つ
い
て
は
、
開
発
局
が
次
回
委

員
会

で

一
覧
表
を
示
す
と
答
弁

し
た
も

の
の
、
第

一
九
回

委
員
会

に
は

一
覧
表

は
示
さ
れ
な
か

っ
た
。

私
た
ち
は
、
名
寄
川

の
計
画
高
水
位

の
資
料
を
取
り
寄

せ

て
、
目
標
流
量
水
位

と
計
画
高
水
位

の
関
係
を
調

べ
た

(図
4
)
。
ダ

ム
が
あ

る
場
合

に
は
、

K
P
八
～

一
〇
㎞
お

よ
び
K
P

一
二
～

一
六

㎞
付
近

で
、
ダ

ム
が
な

い
場
合

に

は
K
P
七
～

一
六

㎞
付
近

で
、

目
標
流
量
水
位
が
計
画
高

水
位
を
越
え

て

い
る
。
開
発
局

は
K
P

一
一
・
二
～

一
三
・

2

届

-

㏄

0

㏄

ヨ

価

2

師
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サ ンル ダム あ り とな しの場 合 の名 寄 川 の計 画 高水 位 と目標 流

量 水位 の関係 。

図4

二
㎞
お
よ
び
K
P

]
三

・
六
～

一
五

・
四
㎞
で
河
道
掘
削

を
行
う
と
し
て
い
る
の
で
、
河
道
掘
削
で
目
標
流
量
水
位

を
下
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
K
P
八
～

一
〇
㎞
地
点
の
問
題
が
改
善
さ
れ
な

い
し
、
さ
ら
に
な
ぜ
ダ
ム
な
し
で
目
標
流
量
水
位
が
計
画

高
水
位
を
超
え
る
K
P
七
～

一
二
㎞
地
点
の
河
道
掘
削
を

行
わ
な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

(三
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、ダ
ム
あ
り
の
水
位
低
減
効
果

は
、
効
果
が
あ
る
場
合
も
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

K
P
七
～

一
二
㎞
地
点
に
つ
い
て
河
道
掘
削
を
行
わ
な
い

の
は
危
険
で
あ
る
。
こ
の
K
P
七
～

一
二
㎞
地
点
に
つ
い

て
も
河
道
掘
削
を
行
え
ば
、
サ
ン
ル
ダ

ム
な
し
で
安
全
な

治
水
が
実
現
す
る
。

天
塩
川
流
域
委
員
会
で
、
余
裕
高
と
計
画
高
水
位
に
つ

い
て
、
平
行
線
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
論
議
を
し

な
か

っ
た
の
は
、
流
域
委
員
会
の
怠
慢
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
計
画
高
水
位
が
重
要
と
い
う
な
ら
ば
、
そ

の
根
拠
を
示
し
、
そ
の
上
で
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を

追
求
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

(
五
)
名
寄
川
の
治
水
に

つ
い
て
の
私
た
ち

の
提
案

私
た
ち
は
、
開
発
局
が
戦
後
最
大
の
洪
水
と
し
て
い
る

一
九
七
三

(昭
和
四
八
)
年
、

一
九
七
五

(昭
和
五
〇
)

年
お
よ
び

一
九
八

一

(昭
和
五
六
)
年
の
名
寄
川
流
域
に

お
け
る
洪
水
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
名
寄
川
堤
防
の
越

水
や
破
堤
は

一
つ
も
な
く
、
無
堤
防
地
帯

の
氾
濫
や
河
岸

崩
壊
、
小
支
流
堤
防
の
破
堤
お
よ
び
内
水
氾
濫
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
支
流
堤
防
は
整
備
さ
れ
た
の
で
、
残
る
の
は
新
た

な
築
堤
や
堤
防
強
化
、
内
水
氾
濫
対
策
で
あ
る
。

戦
後
最
大
の
洪
水
以
降
、
開
発
局
は
河
川
整
備
に
取
り

組
み
、
内
水
氾
濫
を
除
く
氾
濫
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
戦
後
最
大
の
洪
水
に
対
処
す
る
と

い
う
開
発
局
の
治
水
対
策
は
、
残

っ
て
い
る
堤
防
整
備
と

内
水
氾
濫
対
策
で
あ
る
べ
き
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る

開
発
局
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム
だ
け
で
は
名
寄
川
の
治
水
は

成
功
し
な
い
と
考
え
、
堤
防
強
化
と
河
道
掘
削
を
行
お
う

と
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム
に
よ
る
水
位

低
減
効
果
が
不
確
実
な
こ
と
も
考
慮
し
て
、
遊
水
地
の
建

設
や
新
た
な
築
堤
、
堤
防
強
化
と
河
道
掘
削
で
サ
ン
ル
ダ

ム
な
し
の
治
水
方
策
を
提
案
し
続
け
た
い
。

今
本

(
二
〇
〇
八
)
に
よ
れ
ば
、
破
提
原
因
の
七
四

.

四
%
が
越
水
に
よ
る
。
余
裕
高
が
あ
れ
ば
越
水
は
せ
ず
、

破
堤
に
よ
る
重
大
な
水
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
幸
い

に
名
寄
川
で
は
多
く
の
地
点

(開
発
局
の
調
査
で
は
八

○
%
)
で
目
標
流
量
水
位

に
対
し
て
十
分
な
余
裕
高
が
あ

る
。
遊
水
地
建
設
や
無
堤
防
区
間
の
改
善
、
余
裕
高
を
充

た
さ
な
い
堤
防
を
整
備
し
、
計
画
高
水
位
を
重
視
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
河
道
掘
削
も
含
め
、
計
画
高
水
位
以
下
に
す

れ
ば
、名
寄
川
に
つ
い
て
は
サ
ン
ル
ダ
ム
を
建
設
せ
ず
に
、

目
標
流
量
に
対
し
て
安
全
な
治
水
が
得
ら
れ
る
。
サ
ン
ル

ダ
ム
に
用
い
る
膨
大
な
費
用
と
環
境
破
壊
を
、
遊
水
地
や

堤
防
強
化
と
河
道
掘
削
な
ど
の
河
川
改
修
に
振
り
分
け
る

こ
と
が
重
要
で
、
治
水
の
費
用
対
効
果
や
環
境
に
も
配
慮

し
た
、
河
川
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
私
た
ち
の
提
案
を

し
続
け
た
い
。

開
発
局
は
過
去

の
水
害
被
害
と
原
因
を
的
確

に
と
ら

え
、
そ
の
後
の
対
策
実
施
状
況
、
未
整
備
地
区
の
早
急
な

改
善
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。
水
害
の
原
因
は
そ
れ
ぞ
れ

違

い
、
対
策
も
違

っ
て
当
然
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
流
域

住
民
に
対
し
、
ダ
ム
建
設
で
下
流
水
害
が
な
く
な
る
と
の

思
い
込
み
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

三

利
水

サ
ン
ル
ダ

ム
で
は
、
流
水

の
正
常
な
機
能

の
維
持

、
水
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道
水
確
保

お
よ
び
発
電
が
利
水
目
的

と
な

っ
て
い
る
。

(
一
)
流

水

の
正
常

な

機

能

の
維
持

開
発
局
は
概

ね

一
〇
年

に

一
回
起

こ
り
う
る
渇
水
時

に

お

い
て
、
流
水

の
正
常

な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要

な

流
量
を
確
保

す
る
と
し
て
、
名
寄
川

で
は
か
ん
が

い
期

に

真
勲
別
地
点

で
六

・
○

㎡
/

s
、
非
か
ん
が

い
期

に
五

・

五

㎡
/

s
の
流
量
が
必
要

と
し

て
い
る
。
名
寄
川

の

一
〇

年

に

一
度

の
渇
水
流
量

は
二

・
五
八
㎡
/

s
で
あ
り
、
開

発
局
は
こ
の
渇
水
流
量

の
約

二
倍

の
水
量
が
必
要

と
し

て

い
る

こ
と
に
な

る
。
開
発
局
は
、
流
域
委
員
会

で
は
流
水

の
正
常

な
機
能

の
主
な
点
は
、
サ
ケ

・
マ
ス
の
遡
上
や
降

下

に
支
障
を
き
た
さ
な

い
こ
と
で
あ

る
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
流
域
委
員
会

で
は
、
夏
季

の
名
寄
川

の
汚
濁
を
希
釈

す

る
た
め
に
ダ

ム

の
水

が
必
要

と

い
う
意
見

が
だ

さ
れ

た
。

サ
ケ

・
マ
ス
に

つ
い
て
は
、
夏
季

の
親
魚

の
遡

上
と

春
季

に
お
け
る
稚
魚

(
ス
モ
ル
ト
)

の
降
下
が
対
象

と
な

る
が
、

ス
モ
ル
ト
が
降

下
す
る
春
季

に
は
雪
解

け
水

が
豊

富

な
た
め
、
実
際

に
重
要

な
の
は
夏
季

の
親
魚

の
遡
上

で

あ
る
。

サ
ン
ル
ダ

ム
が
影
響
を
及
ぼ
す

の
は
名
寄
川

で
あ

り
、
対
象
魚
種

は
サ
ク
ラ

マ
ス
が
主
体

と
な
る
。

し

か
し
、
名
寄
川
や

サ
ン
ル
川
で
渇
水
時

に
サ
ク

ラ

マ

ス
の
遡
上
が
阻
害

さ
れ

て
、
サ
ク
ラ

マ
ス
の
産
卵
数
が
減

少
し
た
と
い
う

こ
と
は
知
ら
れ
て

い
な

い
。
サ
ク
ラ

マ
ス

は
渇
水
時

に
淵

に
待
機
し

て
、
降
雨
増
水
時

に

一
気

に
遡

上
す
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、

渇

水
時

に
は
淵

で

一
時

的

な
増
水

を
待

っ
て
遡

上
す

る

た

め
、
渇
水
年

で
も
遡
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇

七

年

夏
季

は
、
地
元

の
人
は
今

ま
で
で

一
番

の
渇
水
だ

と
感

じ
て

い
た
が
、
サ
ク
ラ

マ
ス
の
遡
上

に
支
障
を

き
た
し

た

と

い
う
報
告
は
な
さ
れ
て

い
な
い
し
、
過
去

に
も
渇
水

に

よ

っ
て
サ
ク
ラ

マ
ス
が
影
響
を
受
け
た
と

い
う
報
告
も
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
名
寄
川

で
サ
ク
ラ

マ
ス
を
対
象
と
し

た
流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
は
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。夏

季
の
名
寄
川
の
水
質
悪
化
を
サ
ン
ル
ダ
ム
の
水
で
希

釈
す
る
と
い
う
の
は
、
ダ
ム
効
果
と
し
て
は
疑
問
で
あ
る
。

ど
こ
の
河
川
で
も
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
原
因

(お
そ
ら
く
畜
産
関
係
排
水
な
ど
)
を
解
明
し
て
、
排
水
規

制
な
ど
で
水
質
悪
化
を
改
善
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
多

額
の
費
用
を
使

っ
て
、
環
境
を
破
壊
し
て
ま
で
、
ダ
ム
貯

水
を
あ
て
に
し
た
水
質
改
善
で
は
視
点
が
違
う
。

私
た
ち
は
、
ダ
ム
に
よ
る
水
と
土
砂
、
森
林
か
ら
の
大

量
の
落
ち
葉
な
ど
の
堰
き
止
め
と
、
魚
類
な
ど
の
自
由
な

往
来
の
阻
害
こ
そ
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
損
ね
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
日
本
の
ど
こ
で
も
ダ
ム
が
で
き
て
魚
類

が
減
少
し
て
い
る
の
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
流
水
の
正

常
な
機
能

を
述

べ
る
な
ら
ば
、
ダ
ム
を
造
る
べ
き
で
な
い

し
、
漁
民
が
最
も
危
惧
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
二
)
水
道
水

名
寄
市

の
水
道
用
水
と
し
て
真
勲
別
地
点
で
新
た
に

一
、
五

一
〇
㎡
/
日

(
一
七
L
/
秒
)
、
下
川
町
の
水
道
用

水
と
し
て
サ
ン
ル
ダ

ム
下
流
で
、
新
た

に
最
大

=
二
〇

㎡
/
日

(
一
・五
L
/
秒
)
の
取
水
を
行
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
微
々
た
る
水
量
で
あ
り
、
漏
水
防
止
な
ど
の
水

の
管
理
や
市
民
の
僅
か
な
節
水
、
小
河
川
や
地
下
水
か
ら

の
取
水

の
検
討
な
ど
で
十
分
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

名
寄
市
も
下
川
町
も
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
水

道
水
が
不
足
す
る
と
い
う
状
況
を
迎
え
る
可
能
性
が
な
い

こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
昨
年

の
異
常
な
渇

水
で
も
水
道
水
が
不
足
し
た
状
況
に
は
な
ら
な
か

っ
た
こ

と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

開
発
局
が
規
模
の
大
き
い
多
目
的
ダ
ム
建
設
を
進
め
る

た
め
、
地
元
自
治
体

へ
の
仕
掛
け
と
、
自
治
体
の
国
に
は

従
順
な
姿
勢
が
、
必
要
の
な
い
利
水
を
招

い
た
に
違
い
な

い

。
(
三
)
発
電

整
備
計
画
で
は
、
サ
ン
ル
ダ
ム
に
よ
る
発
電
で
最
大
出

力

一
、
○
○
○
鼎
の
発
電
を
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
程
度

の
発
電
は
、
風
力
発
電

一
機
分
に
も
充
た
な
い
。
ダ
ム
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
開
発
局
の
多
目
的
ダ
ム
建
設
の
思
惑

の
産
物
だ
と
思
わ
れ
る
。
下
川
町
議
会
か
ら
の
要
請
が

あ

っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
程
度
の
発
電
は
ダ
ム
建
設
の
必
要

条
件
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

四

サ
ク

ラ

マ
ス
の
保
全

一
九
九
七

(平
成
九
)
年
に
成
立
し
た
河
川
法
で
は
、

そ
の
目
的
に
治
水
と
利
水
に
加
え
て

「
河
川
環
境

の
整
備

と
保
全
」
が
掲
げ
ら
れ
、
三

つ
の
目
的
を
同
時
に
満
足
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ル
ダ
ム
に
関
し
て

は
も

っ
と
も
重
視
す
べ
き
環
境
問
題
と
し
て
、
流
域
委
員

会
に
お
い
て

「
サ
ク
ラ
マ
ス
の
保
全
」
問
題
が
長
時
間
審

議
さ
れ
た
。
流
域
委
員
会
が
開
発
局
長
に
出
し
た
意
見
は
、

「魚
道
に
よ
る
保
全
策
の
効
果
に
懸
念
が
も
た
れ
る
の
で
、

効
果
を
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
む
」
と
述

べ
て
い
る
。
天

塩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
で
は

「
魚
道
を
設
置
し
、
サ
ク

ラ
マ
ス
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
流
域
委
員
会
意
見
は
、
魚
道
に
対
す

る
懸
念

に
つ
い
て
述
べ
、
順
応
的
管
理
で
取
り
組
む
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
整
備
計
画
で
は
ダ
ム

建
設
が
前
提
で
、
魚
道
に
よ
り
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
と
し
て
い
る
。
以
後
、
開
発
局
は
最
初
に
ダ
ム
あ

り
き
の
姿
勢
で

一
貫
し
て
い
る
の
で
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
保

全
対
策
も
十
分
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

整
備
計
画
は
、
流
域
委
員
会
意
見
だ
け
で
な
く
、
河
川

法
で
求
め
て
い
る

「河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
」
の
考
え
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方
も
重
視
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

サ
ン
ル
ダ
ム
に
よ

っ
て
サ
ク
ラ
マ
ス
が
保
全
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
れ
ば
、
ダ
ム
計
画
を
見
直
し
、
治
水

・
利
水

と
環
境
を
両
立
さ
せ
る
の
が
河
川
法
の
考
え
で
あ
る
。
天

塩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
は
、
流
域
委
員
会
意
見
を
尊
重

せ
ず
、
新
河
川
法
を
軽
視
し
、
「
開
発
局
が
生
き
残
り
の
た

め
、
ダ
ム
あ
り
き
で
自
ら
提
案
し
、
自
ら
策
定
事
業
実
施

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
を
無
視
し
、
本
気
に

聞
く
耳
持
た
な
い
計
画
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
開
発
局
の
た
め
の
天
塩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の

裏

で
、
大
規
模
な
内
水
氾
濫

(音
威
子
府
村
箴
島
な
ど
)

や
無
堤
の
た
め
外
水
被
害

に
脅
え
る
流
域
住
民

(下
川
町

三
の
橋
)
が
取
り
残
さ
れ
、
こ
の
整
備
計
画
で
は
対
策
の

予
定
が
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
付
記
す
る
。

以
下
に
、
私
た
ち
の
ダ
ム
に
お
け
る
サ
ク
ラ
マ
ス
保
全

の
考
え
方
を
述
べ
る
。

(
一
)
北
海
道

の
サ
ク
ラ

マ
ス
の
現
状

佐
々
木

(二
〇
〇
八
)
は
、
北
海
道
の
サ
ク
ラ
マ
ス
は

放
流
事
業
を
行

っ
て
い
た
が
、
サ
ケ
の
放
流
の
よ
う
に
人

工
繁
殖
に
よ
る
放
流
事
業
で
は
資
源
増
加
を
も
た
ら
さ
な

か

っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

サ
ク
ラ

マ
ス
減
少
の
要
因
は
、
河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設

な
ど
の
河
川
環
境
の
悪
化
に
よ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
玉
手

・
早
尻

(
二
〇
〇
八
)
は
、
北
海
道
の
サ
ク
ラ

マ
ス
漁
獲
量
が

一
九
七
〇
年
初
め
に
二
、
○
○
○
ト
ン
以

上
か
ら

一
、
○
○
○
ト
ン
近
く
に
急
減
し
た
主
な
原
因
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
に
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
た

治
山
ダ
ム
と
砂
防
ダ
ム
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し

て
い
る
。

一
九
七
〇
年
以
降
、
サ
ク
ラ
マ
ス
漁
獲
量
は
緩

や
か
に
減
少
し
て
、
現
在
で
は
五
〇
〇
ト
ン
近
く
ま
で
落

ち
込
ん
で
し
ま

っ
た
。

開
発
局
の
調
べ
で
は
、
天
塩
川
に
は
治
山
ダ
ム
や
砂
防

ダ

ム
な
ど
の
河

川
横
断

工
作

物
が

一
、
一
三

八

ヶ
所
存

在

し
て

い
る
。
し
か
し
、

サ
ン
ル
川

で
は
支
川
も

含
め

て
砂

防
ダ

ム
が

一
基

あ
る
の
み
で
、
奇
跡
的

に
豊

か
な
環
境
が

残
さ
れ
て
い
て
、

そ

の
こ
と
が

こ
の
川

に
ヤ

マ
メ
が
曲豆
富

な
要
因
と
考

え
ら
れ
る

(佐

々
木

二
〇
〇

八
)
。

こ
の
よ
う

な
サ
ン
ル
川

に
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
北
海

道
、

と
く

に
日
本
海

の
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源

に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

(
二
)

既
往

調
査

結

果

の
評
価

(
二

・
一
)
沙
流

川

一一
風
谷
ダ

ム
魚
道

の
評
価

私
た
ち
は
、
開
発
局

お
よ
び
サ
ク
ラ

マ
ス
問

題
な
ど
を

検
討
す
る

「天
塩
川
魚
類
生
息

環
境
保
全

に
関

す
る
専
門

家
会
議
」

(以
下
魚
類
専
門
家
会
議
)
に
、
サ

ン

ル
ダ

ム
の

魚
道
を
検
討
す

る
上

で
既
往
資
料

を
解
析

・
検

討
す

る
こ

と
が
必
要

で
あ
り
、
具
体
的

に
沙
流
川

二
風
谷

ダ

ム
魚
道

に

つ
い
て
の
評
価
を
求

め
た
。
開
発
局
は
、
「
学

識
経
験
者

か
ら
な
る
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
委
員
会

か
ら

「
サ

ク
ラ

マ
ス

は
経
年
的

に
遡
上

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魚
道

は
有
効

に

機
能
し
、
魚
種

の
資
源
維
持

に
大

き
な
役
割
を

果
た
し
て

い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
」、

{経
年
的

に
魚
道

に
よ
り
降

下
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、
親
魚

は
沙
流
川

に
回

帰
し

て
い

る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
」
と
の
評
価
を
受
け
た

の
で
、
魚

道

は
機
能
し

て
い
る
」
と
回
答

し
た
。
実
際

に
は
、
親
魚

の
遡
上
は
○

・
五
尾
/

日
、

と

い
う
極
め

て
少

な

い
も
の

で
あ
り
、
降
海

型

ス
モ
ル
ト
の
魚
道
を
通
じ

て

の
降
下
は

試
験
魚

の
わ
ず
か

一
%

で
あ

っ
た
。

二
風
谷
ダ

ム

で
は
毎

年

一
万
尾

の
ス
モ
ル
ト
を
標
識
放
流
し

て
い
る

の
に
、
ダ

ム
建
設
以
後
資

源
量
は
急
速

に
減
少
し

て
い
る

(図

5
)。

共
産
党

の
紙
智

子
参
議
院
議
員
が
、

二
風
谷
ダ

ム

へ
の

標
識

ス
モ
ル
ト

の
回
帰

に
つ
い
て
質
問
主
意
書

を
提
出

し

た
。

こ
れ

に
対

し
て
開

発
局

は

「遡
上
魚

の
中

の
標
識
魚

の
割
合

に
つ
い
て
は
回
答

で
き
な

い
」
、
と
し
た

。
国
費

を

㎜

㎜

…

㎜

㎜

…

。

60

50

40

30

20

10

(無
圏
)
咽
駆
鄭

凶
レ
}

試ず⑨ず紳譜ず囲紳ずボずボずボボ
二風 谷 ダム の上流 と下 流 にお け るヤマ メ資源 量 の推移 。上 流で

は1996年 遡 上 の親 魚 か ら生 まれた ヤ マ メが1997年 に高 い資

源 量 を示 したが 、 ダム運 用 の1997年 に遡 上 した 親 魚 が 少 な

か った た め、1998年 以 降 ヤマ メ資 源量 が 激 減 した 。下 流 で は

1998年 以 降 に は変 化 が 見 られ な か った(佐 々木2007か ら引

用)。

図5

投
じ

て
、
何

の
た
め
の
標
識
放
流

な
の
か
が
問
わ
れ
る
。

こ
の
回
答
で
は
魚
道
が
機
能
し
た
か
ど
う

か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ず

、
開

発
局
が

「
魚
道

が
…機
能

し
た
」
と
述

べ
る

根
拠

は
な

い
こ
と
に
な

る
。
開
発
局

が
自

ら
行

っ
た
二
風

谷
ダ

ム
魚
道

に

つ
い
て
ま
と
も
な
解
析
も

し
て
い
な
い
の

で
、
サ

ン
ル
ダ

ム
魚
道

に
つ
い
て
は
、

サ
ク
ラ
マ
ス
の
保

全

に
は
大
き
な
不
信
が
あ
る
。
ま
た
、
魚
類
専
門
家
会
議

が
こ
れ
ら

に
つ
い
て

一
言
も
見
解

を
述

べ
な
い
こ
と
は
、

サ
ク
ラ

マ
ス
保
全

に

つ
い
て
真
剣

に
考

え
て
い
な

い
現
わ

れ

で
あ
る
と
考

え
ざ

る
を
え
な

い
。
開
発
局

に
よ

っ
て
選

ば
れ
た
委
員
は
、
開
発
局

の
意
図

を
汲

ん
で
い
る
と
言
え

る
。

(
二

・
二
)
美

利
河
ダ

ム
魚
道
の
評
価

道
南

の
後
志
利
別
川
上
流

に
あ

る
美
利
河
ダ
ム

(ビ
リ
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力
湖
)

に
は
、
ダ

ム
直
下
か
ら
上
流
部

へ
二

・
四
㎞
の
魚

道

と
水
路
が

つ
く
ら
れ
て
、
ダ

ム
湖

に
流
入

す
る
忠
志
別

川

に

つ
な
が
る
。
連
結
部

で
は
忠
志
別
川

の
大
部
分

の
水

は
ダ

ム
湖

へ
入
り
、
ヤ

マ
メ
や
サ
ク
ラ

マ
ス
な
ど

の
魚
類

は
水
路

へ
の
分
水
施
設

か
ら
魚
道

へ
移
動
さ
せ
よ
う
と

い

う
も

の
で
あ
る
。

開

発
局
は
、
サ
ン
ル
ダ

ム
に
美
利
河
ダ

ム
と
類
似

の
約

九
㎞

(日
本
最
大
規
模
)

の
魚
道
と
水
路

を
造

る
計
画
を

立

て
て

い
る
。

し
か
し
、
美
利
河
ダ

ム
で
サ
ク
ラ

マ
ス
が
保
全

さ
れ
た

と

い
う
報
告

は
な
さ
れ

て
い
な

い

(佐

々
木

二
〇
〇
九
)。

さ
ら

に
、

こ
の
魚
道

で
標
識
放
流

さ
れ
た
ス
モ
ル
ト

の
回

帰

に

つ
い
て
開
示
請
求
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
開
発
局
は
コ

万
尾
放
流
後

の
遡
上
率

を
目
的

と
し
た
調
査
を
実
施
し
て

い
な

い
の
で
、
開
示
で
き
な

い
」

と
回
答
し
た
。

二
風
谷

ダ

ム
と
同
様
、
何

の
た
め
の
標
識
放
流
な

の
か
疑
問
で
あ

り
、
美
利
河
ダ
ム
魚
道

が
サ
ク
ラ

マ
ス
保
全

に
有
効

か
ど

う

か
不
明

で
あ
る
。

ま
た
、
効
果
が
あ
ま
り

に
も
少

な

い

た

め
、
開
示
し
な

い
と
の
疑

い
も
あ

る
。

(
三
)

サ
ク

ラ

マ
ス
保
全

策

を
検

討

し
、
「
ダ

ム
に
よ
ら

な

い
治

水
」
も
含

め

て
ダ

ム
建

設

の
是

非

を
極

限
ま

で
審

議
す

べ
き

私

た
ち
と

の
や
り
と
り

で
、
開
発
局

と
魚
類
専
門
家
会

議

は

「ダ

ム
あ

り
き
」

の
考
え

に
立

ち
、
ダ

ム
を
建
設
し

た
上
で
、
魚
道

の
効
果
を
調
査

し
よ
う

と
し

て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
換
言

す
れ
ば
、

サ
ク
ラ

マ
ス
に
ど

の
よ
う

な
影
響
が
出
よ
う
と
も
ダ

ム
は
造

る
、
と

い
う
こ

と
で
あ

る
。

す
で
に
述

べ
た
よ
う

に
、
河
川
法

で
述

べ
ら
れ
て

い
る

「河
川
環
境

の
整
備
と
保
全
」
を
開
発
局
は
無
視
し
て

い
る

と
言
わ
ざ

る
を
え
な

い
。

サ
ク
ラ

マ
ス
は
重
要
な
漁
業
資

源

で
あ

る
こ
と

に
加

え
て
、
絶
滅
危
惧
種
カ
ワ
シ
ン
ジ

ュ

ガ
イ
の
宿
主
で
あ
り
、
天
塩
川
で
は
生
物
多
様
性

の
上
で

鍵
種
で
あ
る
。
今
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
か
ら
推
定
す
る

か
ぎ
り
、
サ
ン
ル
ダ
ム
は
、
日
本
海
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源

に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
改
め
て
サ
ン
ル
ダ

ム
建
設

の
是
非
を
審
議
す
る
の
が
、
河
川
法
の
考
え
方
で
あ
り
、

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
唯

一
の
方
法
で
あ
る
。

す
で
に
ロ
シ
ア
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
を
絶
滅
危
惧
種
と
し

て
指
定
し
保
護
し
て
い
る
。
国
政
で
の
ず
さ
ん
な
対
応
は
、

近
海
に
営
み
を
頼
る
漁
業
者
を
多
面
的
に
窮
地
に
追
い
や

る
と
共
に
、
生
物
多
様
性
条
約
な
ど
、
国
際
的
に
非
難
さ

れ
る
日
も
遠
か
ら
ず
来
る
に
違

い
な
い
。
私
た
ち
を
無
視

し
続
け
る
開
発
局
の
態
度
は
、
そ
う
簡
単
に
変
わ
り
そ
う

も
な
く
、
現
状

で
は
北
る
も

い
漁
協

の
判
断
が
重
要
と

な

っ
て
い
る
。
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
私
た
ち
は

「現
状
の
開
発
局
の
解
体
」
も
視
野
に
論
議
し
、
河
川
行
政

の
正
常
な
機
能
維
持

へ
向
け
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

川
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
熊
本
県
の
蒲
島
知
事
は
、

「
球
磨
川
と
い
う
地
域
の
宝
を
守
り
た
い
」
、
「国
土
交
通
省

は
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
の
努
力
を
極
限
ま
で
行

っ
て

い
な
い
」
と
述
べ
た
。
私
た
ち
も
、
「
サ
ン
ル
川
の
環
境
は

残
す
べ
き
重
要
な
宝
で
あ
り
、
開
発
局
は

"ダ
ム
に
よ
ら

な
い
治
水
"
の
努
力
を
極
限
ま
で
行
う
べ
き
」
と
述

べ
た

い
。そ

の
た
め
に
は
、
市
民
に
よ
る
事
業
再
評
価
委
員
会
の

設
置
や
、
事
業
者
開
発
局
で
は
な
く
市
民
が
主
役
の
天
塩

川
流
域
委
員
会
な
ど
、
主
権
者
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
行

動
を
展
開
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
な
の
だ
ろ
う
。

文
献

今
本
健
博

(二
〇
〇
八
)
新
た
な
川
づ
く
り

へ
の
挑
戦

ー

従

来
型
河
川
整
備

か
ら
の
脱
却

i

、
北
の
自
然

(北
海
道
自

然
保
護
連
合
会
誌
)、
八
二
、

一
-
二
〇
。

佐
々
木
克
之

(
二
〇
〇
七
)
沙
流
川
二
風
谷
ダ
ム
の
サ
ク
ラ
マ

ス
へ
の
影
響
と
サ
ン
ル
ダ
ム
問
題
、
北
海
道

の
自
然

(北
海

道
自
然
保
護
協
会
会
誌
)
、
四
五
、

一
六
ー
二
二
。

佐
々
木
克
之

(二
〇
〇
八
)
サ
ク
ラ

マ
ス
を
豊

に
し
て
い
る
サ

ン
ル
川
の
環
境
、
北
海
道
の
自
然

(北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
誌
)、
四
六
、
五
三
-
六
〇
。

佐
々
木
克
之

(二
〇
〇
九
)
美
利
河
ダ

ム
魚
道
の
評
価
、
北
海

道
の
自
然
(北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
誌
)
、
四
七
、
二
八
-

三
二
。

玉
手

剛

・
早
尻
正
宏

(
二
〇
〇
八
)
北
海
道
に
お
け
る
河
川

横
断

工
作
物
基
数
と
サ
ク
ラ

マ
ス
沿
岸
漁
獲
量

の
関
係

ー

河
川
横
断
工
作
物
と
サ
ク
ラ

マ
ス
の
関
係

か
ら
河
川

生
態
系
を
考
え
る
i

、
水
利
科
学
、
三
〇

一
、
七
二
ー
八

四

。

27


